
社会の中の精神医療、社会を変える精神医学
Psychiatry in Society, Psychiatry for Society
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6月19日（金）　14:15～15:55　H会場

司　　　会 （杏林大学医学部精神神経医学教室） 渡邊 衡一郎
 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神疾患病態研究部） 橋本 亮太

講　演　者 （青山学院大学教育人間科学部／青山学院大学保健管理センター） 稲垣 中
 （北里大学医学部精神科学教室） 稲田 健
 （福岡大学医学部精神医学教室） 堀 輝

メインコーディネーター （青山学院大学教育人間科学部／青山学院大学保健管理センター） 稲垣 中
サブコーディネーター （杏林大学医学部精神神経医学教室） 渡邊 衡一郎
 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神疾患病態研究部） 橋本 亮太

趣旨：臨床現場で向精神薬を使用した場合には、さまざまな副作用が出現する。本来ならば、これらの向精神薬をはじめて処方す

る際に、副作用リスクについても十分に説明することが望ましいが、臨床現場で患者への説明に充当できる時間には限りがあるし、

一口に副作用といっても、頻度が高いものもあれば、極めてまれなものもあるので、全ての副作用について説明することは現実的

ではない。

当委員会は 2025 年総会の委員会企画シンポジウムにおいて抗精神病薬であるリスペリドンを統合失調症外来患者に初めて処方する

際にどの程度副作用に関する説明を行い、処方開始後はどの程度の頻度で副作用のモニタリングを行っているかに関するウェブ調

査の結果を報告するとともに、多忙な臨床現場における副作用の説明について、複数のエキスパートによるデモンストレーション

を行った。

今回のセッションでは外来初診のうつ病患者にエスシタロプラムを、双極うつ病患者に炭酸リチウムを処方する際の副作用の説明

のあり方について、複数のエキスパートによるデモンストレーション動画を供覧した上で、エキスパート間の討論、およびフロア

の参加者との質疑応答を行って、精神科医療における副作用のリスクシェアリングに関する意見集約を目指す。

8
向精神薬の副作用のリスクシェアリング（その 2）：抗うつ薬，気分安定薬
（薬事委員会）
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6月19日（金）　10:50～12:30　H会場

司　　　会 （大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室） 髙橋 隼
 （藤田医科大学医学部臨床研究・開発教育学） 松田 勇紀

講　演　者 （藤田医科大学医学部臨床研究・開発教育学） 松田 勇紀
 （自治医科大学精神医学講座） 稻川 優多
 （医療法人学而会木村病院） 木村 大
 （国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター） 林 大祐

メインコーディネーター （大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室） 髙橋 隼
サブコーディネーター （藤田医科大学医学部臨床研究・開発教育学） 松田 勇紀

反復経頭蓋磁気刺激（repetitive transcranial magnetic stimulation: rTMS）療法は、1 剤以上の抗うつ薬が奏功しなかった中等症以

上のうつ病（18 歳以上）を適応として 2019 年 6 月に保険収載された。臨床導入から 6年余りが経過し、全国で約 85 施設に rTMS

治療機器が導入され、学会主催 rTMS講習会の延べ受講者数は 4500 人を超えている（うち精神科医は 3000 人弱）。各施設で診療経

験が蓄積されている一方で、運用体制の整備や地域連携などに課題を抱える施設も少なくない。そこで本ワークショップでは、う

つ病への rTMS療法の実臨床で生じている課題を共有し、その解決にむけて参加者で多角的に検討することを目的とする。rTMS

療法に携わっている、あるいはこれから rTMS療法を導入しようとしている医療者を参加者として想定し、精神科医療機器委員会

委員がファシリテーターとなりグループワーク形式でワークショップを進行する。ディスカッションテーマとしては、参加者が感

じている rTMS療法の実践や運用上の課題を共有した上で解決策について話し合うパートと、rTMS療法の適応の臨床的判断が難

しい症例について検討するパートを予定している。ワークショップを通じて参加者が相互に学び合い、現場に還元可能な知見を抽

出し、rTMS療法の質的向上と持続的な発展につなげたい。

7
うつ病への rTMS療法：実践課題の共有と解決にむけたディスカッション
（精神科医療機器委員会）
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